
メープルレター（１０８） 

過ぎる七月の夏 

 

気候の変化に富んだ七月の夏も終りつつあります。ケベックでは、七月の後半は恒例の

バカンスの時期になります。建設業者のバカンスと言われているシーズンですが、道路

やビルの建設業者も関連業者も普通の会社員も役人も何もかも放り出して２週間の休み

にはいります。 

 

七月の始めのころ、友人の画家から「病気から快復し、８０歳の誕生日に合わせて小さ

な作品展を夕方４時間だけするのでいらっしゃいませんか」と１０年ぶりの連絡があり

ました。マダム田中の家から遠くないオールドモントリオールの一角にひっそりとあ

る、小さな画廊付きのアーチストのみの共同コンドミニアムに住んでいます。ジャニタ

ーはいませんし、管理も共同で分担しますが、家賃は７－８万円の格安で住める特典が

あります。なかなか雰囲気の良い建物なのです。彼女は、１年間ほどいけばなのお稽古

にきていました。ある日、 

「和子、これが貴女のイメージなのよ。貴女のために描いたから。」 

と、小さな絵をもらったことがありました。いけばなをする芸者が絵の中におりまし

た。そーか、私は、芸者なのか。。その後、画筆の荒い、エキゾチックなこの絵は押入

れにほおりこまれ、３年目にはごみとして捨てました。以来、彼女の画家としての才能

には大きな疑問を持っていたのですが、１０年目の夏、８０歳。。 

「少しだけ寄らせてもらって、８０歳のお祝をさせてもらうわ。」 

１０点ほどの小さな個展でした。その中で引きつけられた一枚の絵。チューリップのた

った一枚の花びらを描いた油絵が素晴らしかったのです。あの芸者の絵とは何と違うこ

とか。。。 



「春先に心筋梗塞で倒れてステントを４つ入れて、やっと立ち直ったから、８０歳も兼

ねてお祝いなのよ。」 

「お誕生日おめでとう。」 

グラスを合わせてシャンペンでお祝い。 

「私も２週間後には８０歳なのよ。」 

「本当！じゃ―もう一度二人のため 

にお祝い」 

もう一度シャンペンのグラスを交わしてお祝いをしました。 

 

そして２週間後。マダム田中の傘寿、８０歳の誕生日がやってきました。お祝いです

か、そんなものはありません。マダム田中は、行きつけのパティシエに 

「バースデイケーキをお願いします。」 

「いつもありがとうございます。どなたのお名前をいれますか？」 

「和子と入れてください。」 

「和子？もしかして、貴女のですか？」 

「そうです。私のバースデーケーキです。人なんて頼っていられないから、自分にため

の自分のケーキを自分で注文してお祝いすることにしました。」 

そんなのは聞いたことがないと笑い転げるパティシエに、 

「フルーツを少し入れてデリケートな色合いにしてください。好きなように好きなケー

キを食べたいので。」 

マダム田中の誕生日の当日は、何のことはありません、バカンスに発つ娘がお預かりの

猫をつれてくる日でした。人のバカンスはマダム田中のお仕事の日なのです。猫の餌や



トイレや必要品は全てもってくるのですが、最近飼い始めた犬もつれてきて、何が誕生

日なのか、猫とわんわん吠えながら走り回る犬に翻弄されておりました。その上、バカ

ンス前で冷蔵庫は空っぽにするからと、夕食は我が家ですることになりました。料理

は、いただいた美味しいお米を使ってパエリアとお寿司を中心にしました。自分の誕生

日でもお料理も自分でするのです。おいしく食べ、 

「さあー、バースデーケーキにしよう。８０歳の蝋燭もたてたから。」 

このケーキが美味しかったのです。ラズベリーをのせ、ピスタッチオ味のクリームにし

てもらい、大きくハッピーバースデー和子と書いたクッキーをのせてもらいました。あ

ーすっきりした。ともかく８０歳のお祝いができました。娘は、 

「８０歳なんだからゆっくり過ごすようにして。」 

何がゆっくりなんだ。。ワンワン走り回っている犬と娘にひっかき回されているという

のに。 

こうして、娘は翌日、義両親のシャレ―で２週間のバカンスを過ごすため旅立っていき

ました。バカンスの半分は義両親と３匹の犬（１匹は娘の犬、１匹は義両親の犬、もう

１匹は義両親のお預かりの犬）と一緒なようです。犬３匹分くらい賑やかなお義母さん

と犬３匹と一緒に過ごす日はよほど疲れるのか婿殿は疲れてこんこんと眠り続け、娘は

片頭痛になやまされているようです。 

２日後、義理の長男が、マダム田中の誕生日をお祝いしてくれました。とっておきの飛

び切り上等のプルミエールクリュのブルゴーニュを飲みたい放題でした。いい気になり

のみすぎました。ワインは美味しいのです、しかし。。。料理がひどいのです。ドリトル

先生には屈辱的ともいえるポテト付きの市販のソーセージでした。あれ程豪華な家に住

み、あれほど美味しい高級ワインを飲み、どうしてこれほど酷い料理がたべられるの

か。。。マダム田中とドリトル先生には永遠の謎なのです。デザートのケーキは砂糖の塊

としか言いようがありませんでした。でも、文句は言えません。心使いは優しく、思い



やりのある子なのですから。この長男も今朝、ポルトガルとマデーラ島２週間の豪華バ

カンスの旅にたっていきました。 

 

義理の次男は、日本を家族を連れて飛び回って、自然体で文化的なとても良い旅をして

おります。毎日写真付きで報告が入ります。東京、広島、直島、小豆島、そしてもうす

ぐ東京に戻り、帰国の途につきます。毎日が驚きの日々なようです。 

７月の夏は、いけばなのおばさんランチで締めくくりになりそうです。一昨日、ミーテ

イングを兼ねて友人宅に集まり、２時間のデイカッションと美味しいランチで１日を過

しました。長年、一緒に運営委員をしてきたメンバーもマダム田中を含めて８０歳から

８０歳半ばとなり、活性化と世代交代の時期になりました。次期はかなりデジタル化を

図っていくようです。木陰のテーブルの隅で高齢化したメンバーは小さくまとまりなが

らも楽しい時間を過ごしておりました。皆を招待してくれた友人は、８０歳半ばとなり

病気がちですが、昔は２４年にわたりケータリング業をしていました。この日のランチ

のメインはゴーフル型で焼いた土台に鶏のサラダ（鶏やハーブや野菜やツナなど少なく

ても７－８種類の細かく切った食材がマヨネーズであえてある）を野菜サラダで飾りつ

けた料理でした。ワインは運転する人の事も考え、ノンアルコールのロゼでした。木陰

の美味しいランチも終り、皆、帰りかえりがけておりました。友人に、 

「貴女の料理のこつってあるのかしら。実に食べやすく、美味しかったのよね。」 

と聞いてみると、 

「私にはそれほどたいしたことではないのよ。昔ケータリングをしていたから。ほら、

和子、見て、」 

台所の戸棚にはありとあらゆる小さな料理の器具があり、大きな引き出しには、何百ペ

ージ（いえ、何千ページかもしれません）にも及ぶ料理のレシピ―のファイルがありま

した。 



「ケータリングの料理は全て、一度家で試してみて、正確な量や時間や注意事項をメモ

しておくのよね。間違いは許されないから。それがこんなにたまったのよ。」 

「凄い。皆、知りたがると思うわよ、貴女のレシピ―を。本にするって言ってなかっ

た？」 

「そうできたらいいわね。」 

魔法のランプのようなレシピ―のファイルでした。これをこすったら好きな料理がでて

きそうです。 

マダム田中にはこんなゆったりとした仲間同士の時間がとても大切に思える７月の夏の

日のことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


